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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１００％固体放射線硬化性コーティング組成物と、希釈剤としての：
Ａ．７０以上の沃素価を有する脂肪油及びこの油の混合物より成る群から選択される乾性
油をジシクロペンタジエンで、反応混合物の７０～９０重量％が前記油から成り且つ反応
混合物の１０～３０重量％が前記ジシクロペンタジエンから成るようにする条件下で、処
理することによって製造されるジシクロペンタジエンコポリマー組成物を部分的にエポキ
シ化することから得られる、２５℃において１２００～２０００ｃＰの範囲の粘度を有す
るエポキシド；
Ｂ．前記Ａのエポキシドを１～１０個の炭素原子を有する飽和一価及び多価アルコールの
１種又はそれ以上でエステル交換することから得られるエポキシド；
Ｃ．（ｉ）７０以上の沃素価を有する脂肪油及び該油の混合物より成る群から選択される
脂肪油を１～１０個の炭素原子を有する飽和一価及び多価アルコールの１種又はそれ以上
でエステル交換し、
　　（ii）工程Ｃ（ｉ）のエステル交換生成物をジシクロペンタジエンで、反応混合物の
７０～９０重量％が前記エステル交換生成物から成り且つ反応混合物の３０～１０重量％
が前記ジシクロペンタジエンから成るようにする条件下で、処理して、２５℃において５
００ｃＰ～１００００ｃＰの範囲の粘度を有するコポリマー混合物を製造し、
　　(iii）工程Ｃ（ii）のコポリマー混合物をエポキシ化する
ことから得られるエポキシド；
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並びに
Ｄ．（ｉ）前記Ａのジシクロペンタジエンコポリマー組成物を１～１０個の炭素原子を有
する飽和一価及び多価アルコールの１種又はそれ以上でエステル交換し、
　　（ii）工程Ｄ（ｉ）のエステル交換生成物をエポキシ化する
ことから得られるエポキシド：
より成る群から選択される少なくとも１種のエポキシ化化合物とを含む、基材に放射線硬
化性コーティングを提供するための液状組成物。
【請求項２】
　前記Ａのジシクロペンタジエンコポリマーが亜麻仁油のジシクロペンタジエン付加物で
ある、請求項１に記載の液状組成物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この出願は、１９９６年１２月１１日付で出願された暫定米国特許出願第６０／０３２６
５７号からの優先権を主張する。
【０００２】
本発明は、化学の分野においてエポキシド又はエポキシ誘導体、より特定的には炭素－炭
素不飽和結合を有する有機化合物から誘導される１，２－オキシド、より特定的には不飽
和脂肪油の付加物のエポキシド、さらにより特定的にはジシクロペンタジエンと少なくと
も約７０の元の沃素価を有する不飽和脂肪油とのコポリマーのエポキシドと分類される化
合物、それらを含有する組成物並びにそれらの製造方法及び使用方法に関する。
【０００３】
【従来の技術】
ジシクロペンタジエンと不飽和油とのコポリマーは周知である。例えば米国特許第５２８
８８０５号明細書を参照されたい。
【０００４】
過酸を用いて精油類、オレフィン類、テルペン類等のような様々な天然物質をエポキシ化
することは周知である。ヨーロッパ特許出願第８１１０９４１８．４号及び同第８８１０
８２９８．６号並びに米国特許第４６４７６７８号の各明細書を参照されたい。
【０００５】
亜麻仁油とジシクロペンタジエンとのポリマーは、硬化性パテ等用のエポキシポリマーと
の様々な混合物中に用いられている。英国特許第２２２６３１７号の要約書を参照された
い。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
何らかの目的のための不飽和油のジシクロペンタジエン付加物の完全な又は部分的なエポ
キシ化は、何処にも示唆されていなかった。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
発明の概要
本発明は、第一の化合物局面において、以下のＡ～Ｄより成る群から選択されるエポキシ
化化合物を提供する：
Ａ．約７０以上の沃素価を有する脂肪油及びこの油の混合物より成る群から選択される脂
肪油をジシクロペンタジエンで、反応混合物の７０～９０重量％が前記油から成り且つ反
応混合物の約３０～約１０重量％が前記ジシクロペンタジエンから成るようにする条件下
で、処理することによって製造される、２５℃において約５００～約１００００ｃＰの範
囲の粘度を有するジシクロペンタジエンコポリマー組成物をエポキシ化するから得られる
エポキシド；
Ｂ．前記Ａのエポキシドを１～約１０個の炭素原子を有する飽和一価及び多価アルコール
の１種又はそれ以上でエステル交換することから得られるエポキシド；
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Ｃ．（ｉ）約７０以上の沃素価を有する脂肪油及び該油の混合物より成る群から選択され
る脂肪油を１～約１０個の炭素原子を有する飽和一価及び多価アルコールの１種又はそれ
以上でエステル交換し、
（ii）工程Ｃ（ｉ）のエステル交換生成物をジシクロペンタジエンで、反応混合物の７０
～９０重量％前記がエステル交換生成物から成り且つ反応混合物の約３０～約１０重量％
前記がジシクロペンタジエンから成るようにする条件下で、処理して、２５℃において約
５００ｃＰ～約１００００ｃＰの範囲の粘度を有するコポリマー混合物を製造し、
(iii）工程Ｃ（ii）のコポリマー混合物をエポキシ化する
ことから得られるエポキシド；
並びに
Ｄ．（ｉ）前記Ａのジシクロペンタジエンコポリマー組成物を１～約１０個の炭素原子を
有する飽和一価及び多価アルコールの１種又はそれ以上でエステル交換し、
（ii）工程Ｄ（ｉ）のエステル交換生成物をエポキシ化する
ことから得られるエポキシド。
【０００８】
本発明の化合物局面の具体的実施態様は、不揮発性の油状液体であるという固有の化学的
及び物理的特徴を有し、標準的な滴定、赤外線分光分析及び粘度測定技術によって検査し
た時に、特許されることが求められる化合物は、特許されることが求められる構造を肯定
的に確認する酸価、沃素価、オキシラン含有率、赤外線スペクトル及び粘度値を示す。
【０００９】
本発明の第一の化合物局面は、放射線硬化性又は熱硬化性１００％固体インク及びコーテ
ィングのそれぞれのための放射線硬化性又は熱硬化性希釈剤として適するという固有の応
用用途特徴を有する。
【００１０】
本発明は、第二の組成物局面において、本発明の第一の化合物局面の少なくとも１種の化
合物を希釈剤として含有すること以外は慣用のものである１００％固体放射線硬化性コー
ティング組成物から本質的に成る、基材上に放射線硬化性コーティングを提供するのに好
適な液状組成物を提供する。
【００１１】
【発明の実施の形態】
発明の具体的な説明
以下に、当業者が本発明を実施して利用することができるようにするための態様を、その
特定的な実施態様、即ち亜麻仁油のジシクロペンタジエン付加物の部分的エポキシドを参
照して説明する。
【００１２】
亜麻仁油のジシクロペンタジエン付加物は、カーギル社（Cargill Inc.）から「Dilulin 
」の商品名で商品として入手できる。これが好ましい出発物質である。
別の類似のしかしそれより粘度が高い物質は、アーチャー・ダニエルズ・ミドランド（Ar
cher Daniels Midland）からＭＬ１８９として入手できる。
好ましい物質の典型的な合成は、米国特許第５２８８８０５号明細書に与えられている。
【００１３】
本発明の実施のための出発物質として企図される任意の不飽和脂肪油の類似ジシクロペン
タジエン付加物は類似の方法によって製造することができるということ、並びにかかる付
加物は記載されるべきエポキシ化方法、本発明のコーティング組成物及び使用方法におけ
る亜麻仁油付加物の充分な同等物となるだろうということは、当業者ならば認識するだろ
う。
【００１４】
本発明によって出発物質として企図される典型的な脂肪油は、ひまし油、オリーブ油、ピ
ーナッツ油、菜種油、とうもろこし油、ごま油、綿実油、大豆油、ひまわり油、麻油、桐
油、オイチシカ油、約７０以上の沃素価を有するラード油、約７０以上の沃素価を有する
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牛脚油、鯨油、及び魚油である。
【００１５】
脂肪油（この場合には亜麻仁油）のＤＣＰＤ付加物のエポキシ化は、有機過酸との反応の
ような既知の方法によって実施することができる。これらの酸は、予め生成されたもので
もよく、その場で生成させてもよい。予め生成された過酸の好ましいものには、過酢酸、
過プロピオン酸及び過安息香酸が包含される。その場でのエポキシ化は、過酸化水素と酢
酸又は蟻酸のような低分子量カルボン酸とを用いて達成することができる。また、酢酸と
硫酸のような強酸又は酸の形のイオン交換樹脂との存在下の過酸化水素をエポキシ化に用
いることもできる。エポキシ化は、生で実施することもでき、ハロゲン化溶媒、芳香族溶
媒又は飽和炭化水素溶媒のような反応の進行を妨害しない不活性溶媒中で実施することも
できる。エポキシ化は、約０℃～約９０℃の範囲において実施することができ、反応時間
は約０．１～約３６時間であってよい。その場反応においては、過酸化水素及び酢酸を硫
酸と共に用いた場合、得られる生成物はエポキシドとヒドロキシエステルとの混合物であ
ることができる。副反応のせいで、できる限り最低の温度及び最短の時間でエポキシ化を
実施し且つ溶媒を用いるのが好ましい。過酢酸又は過プロピオン酸のような予め生成され
た過酸が好ましい。
【００１６】
また、モリブデン及びタングステン、チタン、レニウム、バナジウム、若しくはマンガン
のような（但しこれらに限定されない）遷移金属とｔ－ブチルヒドロキシペルオキシドの
ような有機過酸化物との錯体の存在下、又は過酸化水素の存在下で脂肪油の付加物を処理
することによってエポキシ化を達成することもできる。このような金属錯体は、均質であ
ってもよく、シリカ若しくはゼオライトのような無機酸化物担体又は有機ポリマー樹脂上
に担持させてもよい。
【００１７】
本発明のエポキシ化化合物が放射線硬化性処方物において有用であるためには、このエポ
キシ化化合物は、利用可能なエチレン系不飽和結合のいくつかについてエポキシ化されて
いるだけでも全部についてエポキシ化されていてもよく、０．５～９．２重量％のエポキ
シド（オキシラン）含有率が必要である。好ましい範囲は、オキシラン３～７．２％であ
る。本発明の化合物は、粘度が低いのでインク及びコーティング処方物中の溶剤と置き換
えることができ、硬化プロセスに参加するので良好なコーティングを形成させるための好
ましい範囲の粘度を有する１００％固体放射線硬化性コーティングを処方することを可能
にする。
【００１８】
本発明の第一の化合物局面の一部として企図される脂肪油のＤＣＰＤ付加物のエポキシ化
エステル交換エステルは、２つの別の方法で製造することができ、両方の方法において当
技術分野においてよく知られた標準的なエステル交換技術が企図される。第一の方法にお
いては、本発明によって企図される任意のＣ1 ～Ｃ10一価アルコール又は多価アルコール
を用いて標準的なエステル交換技術によってエポキシ化脂肪油付加物をエステル交換する
ことができる。第二の方法においては、初めに標準的な方法によって脂肪油又は脂肪油Ｄ
ＣＰＤ付加物を企図される任意のＣ1 ～Ｃ10一価アルコール又は多価アルコールでエステ
ル交換し、こうして生成したエステルを随意に初めにＤＣＰＤ（必要ならば）で処理し、
次いで元の脂肪油ＤＣＰＤ付加物のエポキシ化について前記したのと同じ態様でエポキシ
化することができる。
【００１９】
本発明の印刷インク組成物は、トルエン中に固形分５０％において５０００ｃＰよりも小
さい粘度を有する放射線硬化性エポキシ化粘性液状ポリマー１０～７０重量％、並びにイ
ンクに色を提供して見えるようにする着色料及び顔料４～４０重量％を含むことができる
。ここで用いることができる着色顔料の例には、カーボンブラック、フタロブルー、アゾ
イックイエロー、及びその他の任意の通常用いられるインク用顔料が包含される。
【００２０】
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前記の２種の成分に加えて、高ガラス転移温度（Ｔg ）樹脂を組成物中に含ませるのが有
利な場合がある。高Ｔg エポキシ樹脂は本発明のポリマーとの相溶性が高く且つ本発明の
ポリマーと共に非常によく硬化することがわかった。このような高Ｔg エポキシ樹脂には
、ユニオン・カーバイド（Union Carbide ）社製のUVR-6110エポキシ樹脂が含まれる。高
Ｔg 樹脂を用いる場合、これは組成物全体の０～６０重量％を占めることができる。
【００２１】
この場合、アルコール、ビニルエーテル、エポキシド、アクリレート及びメタクリレート
モノマー、オリゴマー及びポリマーを含む標準的な反応性（放射線硬化性）希釈剤を放射
線硬化性インクに添加することができる。これらはまた、その他のジエン系ポリマーとブ
レンドすることもできる。エポキシドの例には、ビス（２，３－エポキシシクロペンチル
）エーテル、ビニルシクロヘキセンジオキシド、リモネンジオキシド、エポキシ化大豆油
、エポキシ化亜麻仁油及び脂肪酸が包含される。ベルノニア（vernonia）油はエポキシ化
ポリマーと共によく硬化することがわかった。これらの希釈剤を全部又は部分的に本発明
のエポキシ化生成物に置き換えることができる。この反応性希釈剤は、組成物の０．１～
３０重量％を占めることができる。
【００２２】
この組成物はまた、フィッシュアイ及びクレーターを防止し且つ湿潤又はフィルム平滑性
若しくは光沢を助成することができる流れ調整剤、例えばCabosil M-5 ヒュームドシリカ
及びC-300 フルオロカーボン界面活性剤（３Ｍから入手できるもの）を０～３重量％含有
することもできる。この組成物はまた、脱泡剤０～１重量％及び分散剤０～２重量％を含
有することもできる。光開始剤を用いることもできる。それらを用いる場合、それらは組
成物の０～約１０重量％を占めることができる。
【００２３】
本発明の組成物は、紫外線又は電子ビーム放射線によって硬化させるのが好ましいが、様
々な電磁波長を用いる放射線硬化も実行可能である。α、β、γ、Ｘ線及び高エネルギー
電子のような電離線、又は紫外線、可視光線、赤外線、マイクロ波及び無線周波（高周波
）のような非電離線のいずれを用いることもできる。
【００２４】
最も通常のα、β及びγ放射線源は、放射性核である。商業的なポリマー架橋用途につい
ての電離線源は、コバルト６０又はセシウム１３７放射性核から製造されるγ放射線であ
る。Ｘ線は、原子核の電場を通る際の高速電子の減速によって製造することができる。
【００２５】
高電圧電子加速器は、γ放射線及びあるタイプのＸ線加工装置よりも好ましい。放射性同
位体とは対照的に、機械加速によって作られる高エネルギー電子は：容易にオン－オフの
スイッチ切替ができること；γ放射線よりも必要とされるシールドが小さいこと；加速器
ビームは指向性があり且つγ線又はＸ線よりも透過性が低いこと；並びに電子線は高い放
射線量率、即ち物質の単位密度当たりの最大の透過を提供し、オンラインの高速加工用途
に適すること：の理由で、産業上のプロセスに容易に適用できる。商品として入手できる
高又は低エネルギー電子加工装置は、Dynamitron（Dynamitronは商標である）装置、ダイ
ナコート（dynacote）、断熱心材変圧器、直線加速器、ファンデグラフ(Van de Graaff) 
加速器、ペレトロン、ラダトロン及び直線カソードである。高電圧電子加速装置の製造業
者には、ハイボルテージ・エンジニアリング・コーポレーション（High Voltage Enginee
ring Corporation）、バーリントン・マス・アンド・ラディエション・ダイナミクス・イ
ンコーポレイテッド（Burlington, Mass. and Radiation Dynamics, Inc.）（米国ニュー
ヨーク州ウエストバリー）があり、低エネルギー電子ビーム発生装置の製造業者には、米
国カリフォルニア州トランスのアメリカン・インターナショナル・テクノロジーズ・イン
コーポレイテッド（American International Technologies, Inc.)；米国カリフォルニア
州ヘイウォードのＲＰＣインダストリーズ（RPC Industries）；及び米国マサチューセッ
ツ州ウィルミントンのエナージー・サイエンシーズ（Energy Sciences)が包含される。
【００２６】
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紫外線源は、水銀蒸気アークに基づくものであることができる。水銀は石英管中に包封さ
れ、管のいずれかの端部において電極に電位が加えられる。電極は、水銀、鉄、タングス
テン又はその他の金属のものであることができる。水銀蒸気ランプ内の圧力は１ａｔｍ未
満～１０ａｔｍ以上であってよい。水銀圧力及びランプ操作温度が高くなるにつれて、放
射線が強くなり、輝線の幅が増す。その他のＵＶ光源には、無電極ランプ、キセノンラン
プ、パルス修正キセノンランプ、アルゴンイオンレーザー及びエキシマーレーザーが包含
される。
【００２７】
可視光線源は、高圧水銀アークに希ガス又は金属ハロゲン化物を添加することによってス
ペクトルの３５０～６００ｎｍの領域における輝線の数を増加させることから得ることが
できる。また、蛍光ランプ、タングステンハロゲン化物ランプ及び可視光線レーザーを用
いることもできる。
【００２８】
高ゲル形成に必要な放射線量は、照射されるポリマー塊の厚さ、エポキシ官能基の量、ポ
リマー塊内の特定の領域においてエポキシ官能基が濃厚になる度合い及び用いる放射線の
タイプによって変化する。電子ビーム放射線を用いる場合には、０．１Ｍｒａｄ～５Ｍｒ
ａｄの放射線量が好ましい。
【００２９】
非電離線を用いる場合には、架橋反応を開始させるために光開始剤を用いることが必要で
ある。有用な光開始剤には、ジアリールヨードニウム塩、アルコキシ置換ジアリールヨー
ドニウム塩、トリアリールスルホニウム塩、ジアルキルフェナシルスルホニウム塩及びジ
アルキル－４－ヒドロキシフェニルスルホニウム塩が包含される。これらの塩中のアニオ
ンは、一般的に低い求核特性を有し、これらのアニオンには、ＳｂＦ6

-、ＢＦ4
-、Ｂ（Ａ

ｒＦ）4
-（ここで、ＡｒＦは弗素化アリールである）、ＰＦ6

-及びＡｓＦ6
-が包含される

。特定的な例には、ヘキサフルオロアンチモン酸（４－オクチルオキシフェニル）フェニ
ルヨードニウムGE UV 9392C 、UVI 6990（ユニオン・カーバイド社から入手できる）及び
FX-512（３Ｍ社から入手できる）が包含される。ローヌ－プーラン（Rhone Poulenc ）社
からの(C6H5)2I

+B(C6F5)4
-、ユニオンカーバイド社からのUVI-6974アリールスルホニウム

塩、及びＧＥ社からのUV 9392Cは特に効果的である。これらの塩は、単独で用いることも
でき、長波長のＵＶ及び可視光線に応答するために光増感剤と組合せて用いることもでき
る。光増感剤の例には、チオキサントン、アントラセン、ペリレン、フェノチアジン、１
，２－ベンゾアントラセン、コロネン、ピレン及びテトラセンが包含される。光開始剤及
び光増感剤は、架橋されるポリマー及び利用可能な光源に適合するように選択される。
【００３０】
本発明の印刷インク組成物は、広範な印刷インク用途に用いることができる。これらの用
途のいくつかには、フレキソ印刷インク、グラビア印刷インク、凸版印刷インク、及びス
クリーン印刷インクが包含される。好ましい用途は、平版印刷インク、特に放射線硬化さ
れた平版印刷インクである。
【００３１】
【実施例】
以下、本発明を実施するために本発明者によって企図される最良の態様を実施例によって
例示する。これらの実施例は例示的なものと見なされるべきであり、本発明の範囲を限定
するものと見なされるべきではない。
【００３２】
例１
Dilulin エポキシドの製造
１６５の沃素価（ＩＶ）を有するDilulin ２５８ｇを反応器中に装入する。テトラクロル
エチレン３００ｇを添加し、この混合物を撹拌する。次いで２０％蟻酸４８ｇを添加する
。温度をゆっくり６０℃に上昇させ、反応を約１２０ｒｐｍにおいて撹拌する。温度が６
０℃に達した後に７０％過酸化水素９５ｇを２時間かけて添加する。この反応混合物をさ
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らに３～４時間連続的に撹拌する。反応混合物の沃素価（ＩＶ）が８０～１００の範囲に
落ちた後に、反応混合物を相分離させ、水相を捨て、油相を水洗し、次いで真空下で溶媒
をストリッピングする。最終エポキシ化油は、２．５～３．５の範囲のオキシラン含有率
及び１２００～２０００ｃＰの粘度を有する。オキシラン含有率及び粘度は、追加の撹拌
期間の間もっと多くの過酸化水素を添加し続けることによって高めることができる。この
反応は、ＩＶが約１０の値に達した時又はそれよりも以前に停止させることができる。
【００３３】
例２
この例においては、トリグリセリドの形のDilulin エポキシドを個々の脂肪酸の成分エポ
キシ化付加物のメチルエステルに転化させる。文献に報告されている既知のエステル交換
法を適用することができる。Dilulin からエポキシ化メチルエステルを製造するための別
のアプローチは、初めにDilulin 中の酸付加物のメチルエステルを製造し、次いでこの混
合エステルを上の例で説明したようにしてエポキシ化するものである。
【００３４】
Dilulin エポキシド（例１からの油）２６０ｇを反応器中に装入する。ＫＯＨ１．１ｇを
含有するメタノール５３ｇを添加し、この混合物を撹拌する。反応温度を６６℃に上げ、
１時間保つ。氷酢酸を添加することによって反応を停止させ、副生成物のグリセリンを水
で洗って除去し、メチルエステル混合物を真空下で乾燥させる。２．５～３．５の範囲の
オキシラン含有率及び４００～１０００ｃＰの範囲の粘度を有する油が得られる。メチル
エステル混合物のオキシラン含有率及び粘度は、Dilulin エポキシドのオキシラン含有率
及び粘度に直接依存する。Dilulin エポキシドのエステル交換においては、ＮａＯＨ、ナ
トリウムメトキシド等のような塩基を用いることもできるということを当業者ならば理解
するだろう。
【００３５】
当業者ならば、例２に記載したメチルエステルを製造するためのメタノールを用いる方法
に加えて、本発明によって企図される残りのＣ2 ～Ｃ10飽和アルコールエステルを提供す
るために直鎖状、分枝鎖状又は環状一価又は多価アルコールを用いる類似の方法を用いる
ことができるということを認識するだろう。
【００３６】
例示的なしかし非限定的なＣ2 ～Ｃ10一価アルコールは、エチルアルコール、ｎ－プロピ
ルアルコール、イソプロピルアルコール、ｎ－ブチルアルコール、ｓｅｃ－ブチルアルコ
ール、イソブチルアルコール、ｔ－ブチルアルコール、並びにペンタノール、ヘキサノー
ル（シクロヘキサノールを含む）、ヘプタノール、オクタノール、ノナノール及びデカノ
ールの様々な異性体である。例示的なＣ2 ～Ｃ10多価アルコールは、エチレングリコール
、プロピレングリコール、ペンタエリトリット、ソルビット、１，３－プロパンジオール
、ヘキシレングリコール、シクロヘキサンジオールである。
【００３７】
例３
ＵＶ硬化性印刷インク処方物
ポリマー１０１は、分子量１０００００、アーム分子量５８００及びエポキシ当量４４０
を有し、エポキシの殆どがＩ（イソプレン）ブロックに集中したエポキシ化（Ｉ－Ｂn ）
ジビニルベンゼンスターポリマーである。ポリマー１０１の粘度は、トルエン中に５０％
において約１９００ｃＰである。次の成分を混合し、羽根車式混合ヘッドを有する標準的
実験室ミキサーを用いて黄色顔料中に分散させる。
【００３８】
【表１】
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インク処方物の厚フィルムを流延するために、テトラヒドロフラン約１０％を混合する。
１ミルのマイラー（Mylar)フィルム上にドクターブレードによって厚フィルムを流延し、
テトラヒドロフランを蒸発させる。このフィルムを１２１℃において予備焼付けし、次い
で単一媒体圧力水銀ランプを備えた光硬化プロセッサーを用いて３０フィート／分のベル
ト速度を用いてＵＶ硬化させる。後焼付けは何ら必要ない。液状フィルムは、硬化して、
マイラーに対する優れた接着性及び優れた可撓性を有する不粘着性黄色フィルムになる。
このフィルムは、はっきりと折り曲げることができ、マイラーを通して優れているように
見える。また、これは優れた耐トルエン性をも有する。
【００４０】
本出願人が発明と見なす主題事項は、特許請求の範囲に特定的に示され、明確に特許請求
される。
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